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(57)【要約】
【課題】軽量、簡単且つ廉価に製造可能であり、良好な
減衰特性を有することから、長年にわたりスタータ発電
機を備えるベルト駆動装置で使用するための技術的要求
に耐えられる、ベルト駆動装置のベルトテンショニング
装置を提案する。
【解決手段】固定的な構成部材に結合可能なベース部材
と、ベース部材に対して旋回軸線周りで旋回可能に支持
された少なくとも１つのテンショニングアームと、テン
ショニングアームを周方向で弾性的に支持するばね部材
とを有し、ばね部材は組立状態における呼び径及び軸方
向長さを有し、組立状態においてばね部材の前記軸方向
長さに対する呼び径の比は３より大きく、更にベルトを
緊張させるテンショニングローラを有し、テンショニン
グローラは回転軸線周りで回転可能にテンショニングア
ームに支持され、ベース部材とテンショニングアームは
、少なくとも部分的にプラスチック材料から製造されて
いる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベルト駆動装置用のベルトテンショニング装置であって、
　固定的な構成部材に堅固に結合可能なベース部材（３）と、
　該ベース部材（３）に対して相対的に、旋回軸線（Ａ）周りで旋回可能に支持された少
なくとも１つのテンショニングアーム（４）と、
　該テンショニングアーム（４）を周方向で弾性的に支持するばね部材（６）とを有して
おり、該ばね部材（６）は、組み立て状態における呼び径（Ｄ６）及び軸方向長さ（Ｌ６
）を有しており、組み立て状態において、前記ばね部材（６）の前記軸方向長さ（Ｌ６）
に対する前記呼び径（Ｄ６）の比は、３．０よりも大きく、
　更に当該ベルトテンショニング装置は、ベルトを緊張させるためのテンショニングロー
ラ（７）を有しており、該テンショニングローラ（７）は、回転軸線（Ｂ）周りで回転可
能に、前記テンショニングアーム（４）に支持されており、
　前記ベース部材（３）と、前記テンショニングアーム（４）とは、それぞれ少なくとも
部分的にプラスチック材料から製造されていることを特徴とする、ベルト駆動装置用のベ
ルトテンショニング装置。
【請求項２】
　前記テンショニングアーム（４）を前記ベース部材（３）に結合するための結合機構（
４０）が設けられており、該結合機構（４０）は、前記ベース部材（３）に関連した少な
くとも１つの第１の結合要素（４１）と、前記テンショニングアーム（４）に関連した少
なくとも１つの第２の結合要素（４２）とを有しており、前記第１の結合要素（４１）と
前記第２の結合要素（４２）とは、差込み及び回動により、互いに結合されるように形成
されている、請求項１記載のベルトテンショニング装置。
【請求項３】
　前記結合機構（４０）は、前記テンショニングアーム（４）と前記ベース部材（３）と
が、正確に１つの所定の回動位置においてのみ、互いに差込み可能であるように形成され
ている、請求項２記載のベルトテンショニング装置。
【請求項４】
　前記ベース部材（３）と前記テンショニングアーム（４）とは、ガラス繊維補強プラス
チック材料から製造されている、請求項１記載のベルトテンショニング装置。
【請求項５】
　前記ベース部材（３）と前記テンショニングアーム（４）の少なくとも一方は、金属材
料から成る少なくとも１つの補強部材（８，２６）を有しており、前記金属材料は、プラ
スチック材料でオーバーモールドされている、請求項１記載のベルトテンショニング装置
。
【請求項６】
　前記テンショニングアーム（４）を、前記ベース部材（３）に対して相対的に、前記旋
回軸線（Ａ）周りに回動可能に支持するために、前記ベース部材（３）と前記テンショニ
ングアーム（４）との間に軸受ユニット（５）が設けられており、該軸受ユニット（５）
は、前記ベースボデー（３）に関連した少なくとも１つの軸受部材（３０）と、前記テン
ショニングアーム（４）に関連した少なくとも１つの軸受部材（３１）とを有している、
請求項１記載のベルトテンショニング装置。
【請求項７】
　複数の前記軸受部材（３０）が、前記ベース部材（３）に設けられており、前記複数の
軸受部材（３０）は、周に沿ってセグメント状に配置されている、請求項６記載のベルト
テンショニング装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの軸受部材（３０）と、前記ベース部材（３）とは、１つのユニッ
トとして一体的に形成されている、請求項６記載のベルトテンショニング装置。
【請求項９】
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　前記ベース部材（３）は、第１のプラスチック材料から成っており、前記少なくとも１
つの軸受部材（３０）は、第２のプラスチック材料から成っており、前記第１及び第２の
プラスチック材料は、異なる材料特性を有している、請求項６記載のベルトテンショニン
グ装置。
【請求項１０】
　前記テンショニングアーム（４）の前記少なくとも１つの軸受部材（３１）は、金属材
料から成っている、請求項６記載のベルトテンショニング装置。
【請求項１１】
　前記テンショニングアーム（４）は、開口（１８）を有しており、該開口（１８）は、
取付け状態において補機類の駆動軸及びベルトプーリのうちの少なくとも１つが延びるこ
とができるように構成されており、前記開口（１８）を包囲している前記テンショニング
アーム（４）の壁面は、周方向に配分されて配置された複数のリブ（１９）を有している
、請求項１記載のベルトテンショニング装置。
【請求項１２】
　前記リブ（１９）は、前記旋回軸線（Ａ）に対して平行に、所定の角度で、又は円弧状
に延在している、請求項１１記載のベルトテンショニング装置。
【請求項１３】
　少なくとも１つの減衰部材が設けられており、該減衰部材は、前記ベース部材（３）及
び前記テンショニングアーム（４）のプラスチック材料とは異なる減衰材料から成ってい
る、請求項１記載のベルトテンショニング装置。
【請求項１４】
　前記ばね部材（６）は、コイルばねとして形成されており、該コイルばねのばね軸線は
、組み立て状態において前記旋回軸線（Ａ）に対して少なくとも実質的に平行に延びてお
り、前記コイルばねは、最大で３つの完全な巻条を有しており、特に最大で２つの完全な
巻条を有している、請求項１記載のベルトテンショニング装置。
【請求項１５】
　前記ばね部材（６）の前記軸方向長さ（Ｌ６）に対する前記ばね部材（６）の前記呼び
径（Ｄ６）の比は、組み立て状態において５．０よりも大きい、請求項１記載のベルトテ
ンショニング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ベルト駆動装置用のベルトテンショニング装置に関するものであり、前記ベ
ルト駆動装置は、一般には１つのエンドレスベルトと、少なくとも２つのベルトプーリと
を有しており、これらのベルトプーリのうち、１つのベルトプーリはベルト駆動装置の駆
動部として機能し、且つ１つのベルトプーリはベルト駆動装置の出力部として機能する。
このようなベルト駆動装置は、特に自動車の内燃機関において補機類の駆動に用いられて
おり、第１のベルトプーリは、内燃機関のクランクシャフトに着座していて、ベルトを駆
動する。別のベルトプーリは、例えばウォータポンプ、発電機又はＡ／Ｃコンプレッサと
いった補機類に割り当てられていて、ベルト駆動装置によって回転駆動される。これらの
補機類は、通常は消費器として構成されている、即ち、補機類はクランクシャフトのベル
トプーリによって、ベルトを介して駆動される。クランクシャフトと、ベルトの周方向に
見てクランクシャフトに隣接した補機類との間に、ベルトのゆるみ側が形成されており、
前記隣接した補機類は、典型的には発電機である。ベルトプーリ周りにおけるベルトの十
分な巻掛けを保証するために、ベルトには、ベルトテンショニング装置のテンショニング
ローラによって、予荷重が加えられている。
【背景技術】
【０００２】
　欧州特許出願公開第２５７３４２３号明細書から、上述したタイプのベルト駆動装置用
のベルトテンショニング装置が公知である。この公知のベルトテンショニング装置はベー
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スボデーを有しており、ベースボデーにはテンショニングアームが旋回可能に支持されて
いる。このベルトテンショニング装置は、テンショニングアームの旋回軸線が、取付け状
態において補機類のベルトプーリの外径内に配置されるように、形成されている。
【０００３】
　燃料消費量又はＣＯ２エミッションを低減させる努力には、車両構成部材の重量削減の
必要性が伴う。更に、ベルトテンショニング装置の分野において、重量削減のための取り
組みは、既に遂行されている。
【０００４】
　欧州特許出願公開第０６５９２４９号明細書から、支持体部材と、テンショニングアー
ムとを備えるベルトテンショニング装置が公知である。このテンショニングアームは、金
属又はプラスチックから成っていてよい。テンショニングアームは、支持体部材に旋回可
能に支持されている。支持体部材は、金属又はプラスチックの蓋、取付けプレート又はブ
ラケットであってよい。
【０００５】
　国際公開第２００６／１０５６５６号から、ベルト駆動装置用のベルトテンショナが公
知である。この公知のベルトテンショナは、アームとピボットブシュとを有しており、ア
ームはピボットブシュ周りに旋回可能に支持されている。アームはプラスチック成形部品
である。プラスチック材料として、繊維補強有機樹脂材料が使用されている。補強材料と
しては、ガラス繊維、アラミド繊維、炭素繊維、スチール繊維又はナノ粒子が使用可能で
ある。
【０００６】
　特にコンパクトに構成されたベルトテンショナでは、エンジン作動状態からスタータ作
動状態への変化により生ぜしめられる、ベルト駆動における大幅な回転変動によって、ベ
ルトテンショナに、大きな摩擦及び相応する熱負荷が生ぜしめられる。このことは、スタ
ータ作動状態における系の減衰に関する高度な要求に結びつく。
【０００７】
　独国特許出願公開第２０１１００３１１３号明細書から公知のテンショニング装置は、
ローラと、このローラを移動させ且つローラ運動を減衰させるためのテンショナとを備え
ている。このテンショナは、内部にばねと、必要に応じてダンパとが配置されたハウジン
グを有している。ハウジングの外側には、いくつかの冷却リブを備えた冷却体が設けられ
ている。
【０００８】
　独国特許出願公開第１０２００７０１５６７６号明細書から、ハウジングと、回転可能
なテンショニングローラを備えるテンショニングレバーとを有するテンショニング装置が
公知である。ハウジングとテンショニングレバーとの間には、コイルばねが有効に配置さ
れている。ばねの一方の端部にはブレーキシューが配置されており、このブレーキシュー
は、良好な熱伝達のために、ハウジングの円筒状の内壁に対して押圧され得る。
【０００９】
　独国特許出願公開第１０３３３８７６号明細書から公知のテンショニング部材は、転が
り軸受によって取付け部材に回転可能に支持されたベルトプーリと、スペーサとを備えて
おり、このスペーサに、転がり軸受の軸受内輪が配置されている。スペーサは、軸受内輪
と熱接触しており且つ良好な熱伝導率を有する材料から製造されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】欧州特許出願公開第２５７３４２３号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第０６５９２４９号明細書
【特許文献３】国際公開第２００６／１０５６５６号
【特許文献４】独国特許出願公開第２０１１００３１１３号明細書
【特許文献５】独国特許出願公開第１０２００７０１５６７６号明細書
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【特許文献６】独国特許出願公開第１０３３３８７６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の根底を成す課題は、軽量であり、簡単且つ廉価に製造可能であり、且つ良好な
減衰特性を有していることから、特に長い耐用年数にわたって、スタータ用発電機を備え
るベルト駆動装置で使用するための技術的な要求に耐えられる、ベルト駆動装置用のベル
トテンショニング装置を提案することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この課題を解決するための、ベルト駆動装置用のベルトテンショニング装置は、固定的
な構成部材に堅固に結合可能なベース部材と、該ベース部材に対して相対的に、旋回軸線
周りで旋回可能に支持された少なくとも１つのテンショニングアームと、該テンショニン
グアームを周方向で弾性的に支持するばね部材とを有しており、組み立て状態において、
前記ばね部材の軸方向長さに対する呼び径の比は、３．０よりも大きく、更に当該ベルト
テンショニング装置は、ベルトを緊張させるためのテンショニングローラを有しており、
該テンショニングローラは、回転軸線Ｂ周りで回転可能に、前記テンショニングアームに
支持されており、前記ベース部材は、少なくとも部分的にプラスチック材料から製造され
ており、前記テンショニングアームは、少なくとも部分的にプラスチック材料から製造さ
れている。
【発明の効果】
【００１３】
　このベルトテンショニング装置の利点は、ばねに関する特定のサイズ比に基づき、特に
コンパクトに設計されている、という点、及び、ベース部材とテンショニングアームとに
プラスチック材料が用いられていることにより軽量である、という点にある。全体的に、
このベルトテンショニング装置は低慣性を有しているので、ベルト張力の範囲が減じられ
ている。少なくとも部分的にプラスチックから製造されている、ということには、ベース
部材とテンショニングアームとは、それぞれプラスチック材料から製造された部分を有し
ているという可能性、又は、ベース部材及びテンショニングアームの基本材料はプラスチ
ック材料であり、このプラスチック材料内に、別の材料から製造された部材を組み込むこ
とができるという可能性、又は、ベース部材及びテンショニングアームは、完全にプラス
チック材料から製造されているという可能性が含まれている。
【００１４】
　第１の可能性によれば、ベルトテンショニング装置は、１アームテンショナとして、即
ち、正に１つのテンショニングアームを有するように設計されてよい。この場合、テンシ
ョニングアームはばね手段を介して、ベース部材に対して周方向で弾性的に支持されてい
る。第２の可能性によれば、ベルトテンショニング装置は、２アームテンショナとして、
即ち、正に２つのテンショニングアームを有するように構成されてもよい。この場合は２
つのテンショニングアームが、ばね手段を介して周方向で相互に支持し合っている。２ア
ームテンショナとしての構成では、第１及び／又は第２のテンショニングアームは、少な
くとも部分的にプラスチック材料から製造されてよい。本開示において、「１つの」(a)
又は「前記」(the)テンショニングアームという記載は全て、第２のテンショニングアー
ムについても同様に有効なものである、ということは自明である。
【００１５】
　２アームテンショナは、別の補機類としてスタータ用発電機、即ち、運転状況に応じて
スタータ又はオルタネータ（発電機）として作動することのできる電動モータが組み込ま
れたベルト駆動装置に使用され得る。通常運転又はエンジン作動状態では、クランクシャ
フトに設けられたベルトプーリが駆動プーリであり、スタータ用発電機と、他の全ての補
機類とを駆動する。始動動作では、スタータ用発電機が、各ベルトプーリを介してクラン
クシャフトを駆動して、内燃機関を始動させる。このように、補機類としてスタータ用発
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電機を備えたベルト駆動装置では、駆動側と被駆動側との変更が、エンジン作動状態と始
動動作との間で、スタータ用発電機のベルトプーリの両側に対して行われる。よって、両
側にそれぞれ、ばね負荷されたテンショニングローラ、延いては２つのテンショニングア
ームを設けることが必要であり、２つのテンショニングローラのうちの一方は、ばね力に
よって被駆動側に作用するのに対して、他方のテンショニングローラは、緊張された駆動
側に基づいて押し戻されている。
【００１６】
　１つの実施形態では、テンショニングアームをベース部材に結合するための結合機構が
設けられており、該結合機構は、ベース部材に関連した少なくとも１つの第１の結合要素
と、テンショニングアームに関連した少なくとも１つの第２の結合要素とを有しており、
これらの第１及び第２の結合要素は、テンショニングアームとベース部材とが、差込み及
び回動により互いに結合可能であるように形成されている。この場合、前記結合機能は、
バヨネット結合形式によるものである。これにより、ベルトテンショニング装置の簡単な
組み立てが達成される。結合機構は、テンショニングアームが正確に１つの所定の回動位
置において、ベース部材に差し込まれるように形成されてよい。このようにして、組み立
てが簡単にされており、且つ組み立て時間が短縮されている。このようなエラー防止原理
は、「ポカヨケ」とも呼ばれている。
【００１７】
　好適には、ガラス繊維補強プラスチックが、ベース部材及びテンショニングアーム用の
材料として用いられる。ベース部材及び／又はテンショニングアームは、金属材料から成
る少なくとも１つの補強部材を有していてよく、前記金属材料は、プラスチック材料でオ
ーバーモールドされていてよい。少なくとも１つの補強部材とは、１つ以上の補強部材が
それぞれ、ベース部材又はテンショニングアームに設けられていてよい、ということを意
味する。ここで１つの又は前記補強部材と言及した場合に、他の如何なる補強部材につい
ても当てはまることは自明である。補強部材は、例えばブシュの形状を有してよく、プラ
スチック材料で射出成形されているか、若しくはプラスチックでオーバーモールドされて
いてよい。特に、テンショニングアームは、テンショニングアームをベース部材の軸受部
材に回動可能に支持するために、金属材料から成る補強軸受ブシュ又は軸受部材を有して
いてよい。更に、ベース部材は、該ベース部材を補機類といった固定的な構成部材に取り
付けるために、金属材料から成る補強ブシュを有していてよい。
【００１８】
　テンショニングアームをベース部材に対して相対回動可能に支持するために、軸受ユニ
ットが設けられていてよい。この軸受ユニットは、好適にはすべり軸受として形成されて
おり、且つベース部材に関する少なくとも１つの第１の軸受部材と、テンショニングアー
ムに関する少なくとも１つの第２の軸受部材とを有していてよく、これらの軸受部材の間
に摩擦面対が形成されている。特に、軸受ユニットはスラスト軸受と、ラジアル軸受とを
有していてよい。スラスト軸受とラジアル軸受とは、機能的に別個に形成され得る、即ち
、スラスト軸受は純粋に、テンショニングアームとベース部材との間の軸方向力を吸収す
るために働くのに対して、ラジアル軸受は純粋に、半径方向力を吸収するために働く。し
かしまた、スラスト／ラジアル軸受の組み合わせが使用可能であることも判っている。
【００１９】
　好適な実施形態では、ベース部材の軸受部材は、周に沿ってセグメント状に配置されて
おり、且つ周方向に隣接した各２つの軸受部材間に形成された各１つのリセスを備えてい
るので、テンショニングアームをベース部材に差し込むことができるようになっている。
よって、テンショニングアームをベース部材に対して軸方向に取り付けることが可能であ
る。更に、軸受部材はベース部材と一体的な構成部材として予め製造されて、１つのユニ
ットを形成してよい。このためには、軸受部材は低摩擦性のプラスチック材料から成って
いてよく、この低摩擦性のプラスチック材料は、ベース部材のプラスチック材料とは異な
っており且つ製造中に、ベース部材のプラスチック材料内に射出成形されてよい。ベース
部材が、異なる材料特性を有することができるいくつかのプラスチック材料から成ること
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は、基本的に可能である。製造は特に、複数の異なるプラスチック材料が１つの型におい
て１加工段階で使用される、多成分射出成形プロセスによって行うことができる。
【００２０】
　好適な実施形態では、ベース部材及び／又は少なくとも１つのテンショニングアームは
開口を有しており、この開口内へは、取付け状態において補機類（ユニット）の駆動軸及
び／又はベルトプーリが延びていてよい。好適には、テンショニングアームのブシュ部分
が、ベース部材の環状部分に差し込まれている。前記開口を包囲しているテンショニング
アームの壁面には、好適には周方向に配分されて配置された複数のリブが設けられている
。これらのリブは、特に２つの機能を満たしている。つまり、リブは、運転中に発生する
摩擦熱を、ベルトテンショニング装置から搬出する。更に、リブは、ベルトテンショニン
グ装置が取り付けられた補機類に向かって目標を定めて空気を供給し、前記補機類を効果
的に冷却することに寄与する。特に、リブは直線的に延びているか、前記開口の長手方向
軸線に対して所定の角度で、又は円弧状に延びていてよい。角度付けられたリブの延在部
は、リブの側面又は側面部分が、前記長手方向軸線に対して曲げられて、又は非平行に延
在する、あらゆる形状を有していることが望ましい。リブは特に、らせん状又はシャベル
状に形成されてもよい。
【００２１】
　１つの実施形態では、ベルトテンショニング装置は、ベース部材のプラスチック材料及
びテンショニングアームのプラスチック材料とは異なる減衰材料若しくは衝撃吸収材料か
ら成る、少なくとも１つの減衰部材を有していてよい。このような減衰部材によって、ベ
ルトテンショナの減衰特性が改良され得る。減衰部材は、比較的柔らかいプラスチック材
料、例えばエラストマ又はＴＰＥから成っていてよく、適当な位置に別個に配置されるか
、又は例えば多成分射出成形プロセスにより、適当な位置に一体的に射出成形されてよい
。
【００２２】
　ばね部材は、前記長手方向軸線周りに延在する少なくとも１つ、又はちょうど１つのば
ねを有していてよいばねユニットの部分であってよい。好適には、ばね部材はコイルばね
として形成されており、ばね軸線は、旋回軸線Ａに対して少なくとも実質的に平行に延び
ており、コイルばねは、好適には最大で３つの完全な巻条（コイル）を有しており、特に
３つ未満の完全な巻条、特に最大で２つの完全な巻条、若しくは２つ未満の完全な巻条を
有している。１つの完全な巻条とは特に、ばね軸線の周りを３６０°巡る、１つの巻条の
延在部を意味する。コイルばねの巻条は、コイルとも呼ばれる。ベルトテンショニング装
置の特にコンパクトな設計に関して有利なのは、コイルばねの軸方向長さに対するコイル
ばねの呼び径の比が、組み立て状態において４．０よりも大きく、特に５．０よりも大き
い場合である。よって、ベルトテンショニング装置は、補機類の周囲で追加スペースを用
いることなく、補機類の一方の端部側に取り付けることができる。択一的に、ばね部材は
、完全な巻条に達しない１つ未満の巻条で周方向に延在するヨークばね、屈曲ばね、又は
ねじりばねとして形成されてもよい。ばねユニットは、ばね中心線又はばね軸線が、取付
け状態においてベルトテンショニング装置の旋回軸線Ａ周りに周方向に延在している、１
つ以上のコイルばねを有することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明によるベルトテンショニング装置を斜め上から見たところを示す、第１の
分解斜視図である。
【図２】図１に示したベルトテンショニング装置を斜め下から見たところを示す、第２の
斜視図である。
【図３】図１に示したベルトテンショニング装置が組み立てられた状態を、斜め上から見
たところを示す斜視図である。
【図４】図１に示したベルトテンショニング装置が組み立てられた状態を、斜め下から見
たところを示す斜視図である。
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【図５】図１に示したベルトテンショニング装置の縦断面図である。
【図６】図１に示したベルトテンショニング装置を、組み立て位置の下側から軸方向に見
たところを詳細に示した図である。
【図７】カバーディスクが嵌め込まれた、図７に示したベルトテンショニング装置の詳細
図である。
【図８】展開図を見た場合に、Ａ）は、図１に示したベルトテンショニング装置のリブを
示し、Ｂ）は、第１の周方向に円弧状の延在部を有する、リブの第１の変化態様を示し、
Ｃ）は、第２の周方向に円弧状の延在部を有する、リブの第２の変化態様を示し、Ｄ）は
、第１の周方向に傾斜した延在部を有する、リブの別の変化態様を示し、Ｅ）は、第２の
周方向に傾斜した延在部を有する、リブの更に別の変化態様を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に、本発明を実施するための形態を図面につき詳しく説明する。
【００２５】
　以下に併せて説明する図１から図８には、本発明によるベルトテンショニング装置２が
示されている。このベルトテンショニング装置２は、補機類（図示せず）といった固定的
な構成部材に取り付けられるベース部材３と、軸受ユニット５により旋回軸線Ａ周りに、
ベース部材３に対して相対的に旋回可能に支持されたテンショニングアーム４と、このテ
ンショニングアーム４をベース部材３に対して周方向で弾性的に支持するばね部材６とを
有している。ベース部材３の取付けのために、ベース部材３は、半径方向外側に向かって
突出した、孔を有する３つのフランジ部分１１を有しており、前記孔には、固定的な構成
部材への取り付けのために、ねじを通すことができる。
【００２６】
　テンショニングアーム４は、一方の自由端部にテンショニングローラ７を支持しており
、このテンショニングローラ７は、旋回軸線Ａに対して平行に配置された回転軸線Ｂ周り
に回転可能である。テンショニングローラ７は、テンショニングアーム４の補強部材８に
回転可能に支持されており、且つ補強部材８にねじ手段９によって取り付けられている。
更に、汚れの侵入から軸受１２を防護するディスク１０が、テンショニングローラ７に軸
方向で隣接して設けられている。テンショニングアーム４は、軸受ユニット５を介してベ
ース部材３に対して相対的に、軸方向と半径方向とで支持されていて、旋回軸線Ａ周りに
回転可能である。テンショニングアーム４は、結合機構１３を介して、ベースボデー３に
結合されている。テンショニングアーム４は、少なくともほぼ、軸受ユニット５と共に１
平面内に配置されているので、この装置の軸方向サイズは小さくなっている。
【００２７】
　ばね部材６は、コイルばねとして形成されており、ばね中心線又はばね軸線は、旋回軸
線Ａに対して実質的に平行に延びている。コイルばね６の第１のばね端部１６は、半径方
向外側に向かって折り曲げられていて、ベース部材３の、対応する支持面において、周方
向に支持されている。反対側の、コイルばね６の第２のばね端部２３も、半径方向外側に
向かって折り曲げられていて、テンショニングアーム４の、対応する支持面２４において
、周方向に支持されている。コイルばね６は、テンショニングアーム４をばね負荷するこ
とでベース部材３に対して緊張させており、これにより、ベルト駆動装置のベルトに予荷
重が加えられることになる。
【００２８】
　コイルばね６は、テンショニングアーム４を支持する軸受ユニット５の外側に、同軸的
に配置されている。この場合、コイルばね６と軸受ユニット４とは、軸方向に見て少なく
とも部分的にオーバラップしており、これにより、軸方向の設計空間は小さく保たれてい
る。特に図５において、コイルばね６は、軸方向長さに対して比較的大きな直径を有して
いることが判る。巻条の数は、１よりも大きく且つ２未満である。好適には、コイルばね
６の周方向の延びは、５４０°～６９０°である。コイルばね６の、軸方向長さＬ６に対
する呼び径Ｄ６の比は、コイルばねに軸方向で予荷重が加えられたコイルばねの組立て状
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態において、３．０～９．０、特に５．０～８．０である。これらの値は限定的なもので
はなく、他の値が用いられることもあると理解される。前記範囲内の全ての中間範囲が考
慮され得る。原則として、設計空間状況に応じて、９．０より大きな値も使用可能であり
、この場合、ばねは軸方向に見て、直径に対して極端に短くなっている。更に、組立て状
態におけるばねの、前記軸方向長さに対する直径の比は、ばね線材の線材直径にも左右さ
れる、ということが明らかである。線材直径が大きいほど、コイルばね６の、より小さな
軸方向長さが選択され得る。
【００２９】
　ベルトテンショニング装置２、若しくはテンショニングアーム４は、長手方向軸線Ａに
対して同軸的に配置された貫通開口１８を有している。このように、ベース部材３は所定
のユニットに簡単にねじ締結することができるようになっており、この場合、必要に応じ
て、駆動軸の一方の端部が、貫通開口１８内へ延びていてもよい。全体として、軸方向に
極めて短い設計が達成される。少なくとも貫通開口１８の一部分において、貫通開口１８
の最小内径Ｄ１８は、好適には駆動軸（図示せず）の外径よりも大きく、特に駆動軸に接
続されたベルトプーリ（図示せず）の外径よりも大きくなっている。ベース部材３は、テ
ンショニングアーム４を支持するための環状部分２５を有している。この環状部分２５か
ら半径方向外側に向かってフランジ部分が延びており、このフランジ部分は、コイルばね
６用の軸方向支持面２１として働く。フランジ部分から半径方向外側に向かって、いくつ
かの取付け部分１１が突出しており、各取付け部分はそれぞれ、ベース部材３を固定的な
構成部材に取り付けるための孔を有している。取付け部分１１は、フランジ部分及びコイ
ルばね６に対して相対的に大きな直径上に配置されている。よって、ベース部材３に作用
する力やモーメントが良好に支持され、且つ固定的な構成部材に伝達され得る。
【００３０】
　コイルばね６は、軸方向に予荷重をかけられた状態で、ベース部材３の支持面２１と、
軸方向に見て反対の側の、テンショニングアーム４の支持面２２との間に挿入される。こ
のように、テンショニングアーム４には、ベース部材３から軸方向に離反するように荷重
が加えられており、この場合、テンショニングアーム４とベース部材３とは、結合機構を
介して軸方向に見て相互に支え合っている。ばね６用の支持面２１は、ベース部材３の周
方向の一部にわたって延在している。この場合、支持面２１の少なくとも一部は、駆動軸
と軸方向で重なり合う平面内に配置されている。ベース部材３の支持面２１は、周方向に
見て、コイルばね６の傾斜に適合された傾斜面の形状を有している。特に図１では、ベー
ス部材３の支持面２１が、周方向に配分されて配置され且つ半径方向に延在する複数のリ
ブによって形成されており、組み立て状態ではこれらのリブ上に、ばね６が軸方向で支持
されている、ということが判る。リブ間にはそれぞれリセス２０が形成されており、これ
らのリセス２０は、この領域における質量集積を防いでいる。付加的に、リブは有利な形
式で、ベルトテンショニング装置の作動中に発生する摩擦熱の良好な伝達を生ぜしめる。
【００３１】
　特に図５に見られるように、ベルトテンショニング装置２は、テンショニングアーム４
の軸受ユニット５がベース部材３において、ベルト平面の背面側のユニット２８が見える
ところに配置されているように形成されている。ベルト平面は、取付け状態においてベル
ト中心部により形成される平面である。軸受ユニット５は、ベース部材３に関連した１つ
又は複数の第１の軸受部材３０と、テンショニングアーム４に関連した第２の軸受部材３
１とを有している。
【００３２】
　第１の軸受部材３０は、長手方向に半分に断面して見た場合、ほぼＣ字形であり、且つ
半径方向内側に円筒部分３２を有しており、この円筒部分３２から半径方向外側に向かっ
て、２つのフランジ部分３３，３４が突出している。この場合、第１の軸受部材３０は、
ベースボデー３の環状部分２５に嵌合している。この場合、テンショニングアーム４に面
した第１のフランジ部分３３は、スラスト軸受面を形成しており、テンショニングアーム
４を第１の軸方向で支持しているのに対して、第１のフランジ部分３３から軸方向に離さ
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れた第２のフランジ部分３４は、反対側の第２の軸方向で、テンショニングアーム４用の
スラスト軸受面を形成している。円筒部分３２は、テンショニングアーム４用のラジアル
軸受面を形成している。
【００３３】
　第１の軸受部材３０とベース部材３とは、特に多成分射出成形により、一体的に製造さ
れている。この場合、第１の軸受部材３０は、ベース部材３とは異なるプラスチック材料
から製造される。この軸受材料は、低摩擦性のプラスチック材料から成り、例えば例とし
て２０００ＭＰａ～４０００ＭＰａの強度を有するポリテトラフルオロエチレン成分（Ｐ
ＴＦＥ）を含有する高強度ポリアミドから成っている。これに対して、ベース部材３のプ
ラスチック材料は、例えば１５０００ＭＰａ～２２０００ＭＰａの強度を有する繊維補強
ポリアミドであってよい。多成分射出成形法により、第１の軸受部材３０を備えるベース
部材３のユニットは、１つの成形型を用いて１加工段階で、簡単且つ廉価に製造され得る
。
【００３４】
　テンショニングアーム４はスリーブ部分３９を有しており、このスリーブ部分３９には
、軸受ブシュとして形成された第２の軸受部材３１がプレス嵌めされている。軸受ブシュ
３１は、特に成形シートメタル部品であり、例えばアルミニウム又はアルミニウム合金か
ら製造され得る。軸受ブシュ３１のブシュ部分２７と、第１の軸受部材３０の円筒部分３
２とは、ラジアル軸受を形成しているのに対して、軸受ブシュ３１のフランジ部分２８と
、第１の軸受部材３０のフランジ部分３３とは、スラスト軸受を形成している。
【００３５】
　特に図４に見られる結合機構４０によって、テンショニングアーム４はベースボデー３
に結合されている。この結合機構４０は、バヨネット継手状に形成されており、周に沿っ
て配分されて配置され且つベース部材３に関連した複数の第１の結合要素４１と、これら
の第１の結合要素４１に対応する、テンショニングアーム４に関連した複数の第２の結合
要素４２とを有している。第１の結合要素４１は、ベース部材３の環状部分２５を中断す
るリセスの形態で設けられている。これに対応するように、第２の結合要素４２は、リセ
スとは逆形状の半径方向突起として形成されているので、リセス内へ軸方向に差し込むこ
とができる。この場合に、テンショニングアーム４とベース部材３とは、差込み及び回動
により、互いに結合され得る。
【００３６】
　差込み位置とも呼ばれる第１の相対回動位置において、ベース部材３とテンショニング
アーム４とは、互いに軸方向に移動可能である。テンショニングアーム４の突起４２が完
全にリセス４１を通過すると、テンショニングアーム４は、ベース部材３に対して相対回
動されて、第２の回動位置にもたらされる。この第２の位置において、テンショニングア
ーム４の突起４２は、第１の軸受部材３０若しくはフランジ部分３４に、少なくとも間接
的に軸方向で支持されている。この位置において、テンショニングアーム４とベース部材
３とは、軸方向で互いに固定されていて、ばね６により、互いに対して軸方向に予荷重が
加えられている。２つの構成部材３，４が、図らずも再び差込み位置へもたらされること
を防ぐためには、固定ピン４３が設けられており、この固定ピン４３は、対応するテンシ
ョニングアーム４の孔に挿入されており且つ周方向に延在するベース部材３のリセス４５
内へ延びている。このリセス４５の支持端部４６，４７は、周方向の支持部を形成してい
る、つまり、固定ピン４３が挿入された状態では、テンショニングアーム４は、リセス４
５の周方向延在部に沿ってのみ、ベース部材３に対して相対的に移動させられるに過ぎな
い。この周方向領域内で、テンショニングアーム４の突起４２は、常にフランジ部分３４
上に位置している、即ち、突起４２とリセス４１とは互いに周方向にずらされているので
、分解は防止されている。
【００３７】
　結合機構４０は、テンショニングアーム４とベース部材３とが、第１の回動位置（差込
み位置）においてのみ、互いに嵌め合わせられるように形成されている。このことは、第
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１及び第２の結合要素４１，４２が、周にわたって不規則に配分されて配置されており、
１つの相対回動位置でしか、互いに正確に整合しないようにして、達成されている。この
実施形態により、組み立て作業が簡単になり、間違った組み立てが防止されている。
【００３８】
　取付け位置でベルトテンショニング装置に予荷重をかけるためには、取付け孔３６，３
７が互いに整合するまで、テンショニングアーム４とベース部材３とを相対回動させて、
取付けピン３８を取付け孔３６，３７に挿入する。この取付け位置において、ベルトテン
ショニング装置２のベース部材３は、ユニットに取り付けられている。ベルト駆動装置と
、ユニットのドライブプーリ周りへのベルトの取付けが完了してから、取付けピン３８を
引き抜くと、ばね６の予荷重力に基づいて、テンショニングアーム４はベルトに対して負
荷された状態になる。
【００３９】
　既に上述したように、好適には高強度繊維補強プラスチック材料、例えばガラス繊維補
強ポリアミドが、ベース部材３及びテンショニングアーム４の基本材料として使用され得
る。特に図５において、ベース部材３とテンショニングアーム４とに異なる材料から成る
補強部材８，２６が設けられていることが看取される。特にベース部材３は、結合部分１
１に設けられたブシュ２６の形態の補強部材を有している。このブシュ２６は、金属材料
から成っており且つベース部材３のプラスチック材料でオーバーモールドされている。テ
ンショニングアーム４は、金属軸受ジャーナル８として形成された補強部材８を有してお
り、金属軸受ジャーナル８は、プラスチック基本材料でオーバーモールドされており且つ
テンショニングローラ７の軸受１２用の支持体として働く。
【００４０】
　特に軸方向下側から見たベルトテンショニング装置２の詳細を示す図６及び図７に見ら
れるように、ブシュ２６を包囲しているベースボデー３のフランジ部分１１は、基本プラ
スチック材料に比べて改良された減衰機能を有する材料から製造されてよい。この場合、
減衰材料を有する結合部分１１は、多成分射出成形により、基本材料を有するベース部材
３と一体的に成形され得る。結合部分１１の減衰材料によって、ベルトテンショニング装
置２の減衰特性は、全体的に改良されている。例えばエラストマ又はＴＰＥが、減衰材料
として使用可能である。この減衰材料は、特に８０～１２０のショア硬さを有していてよ
い。しかしながら、フランジ部分１１は、ベース部材の残部と同じ基本プラスチック材料
から製造されてもよい、ということが明らかである。図６には、汚れの侵入から軸受ユニ
ット５を防護するために、第１の軸受部材３０若しくはフランジ部分３４に下側から取り
付けられたカバーディスク３５を有するベルトテンショニング装置２が示されている。テ
ンショニングアーム４がベース部材３に差し込まれ且つ回動された後で、環状に形成され
たカバーディスク３５が、ベース部材３に結合される。このためには、カバーディスク３
５は結合機構４０上に配置され、且つ形状嵌合式に、ベース部材３に結合されている。結
合用に、複数の係止突起２９が、ベース部材３の内面の全周にわたって設けられており、
これらの係止突起２９により、カバーディスク３５は軸方向で係止されている。もちろん
、別の形状嵌合、力嵌め、又は材料固定結合も考慮され得る。カバーディスクを、結合要
素４２の下、つまり、結合要素４２と軸受部材３０との間に配置することも可能である。
図７には、装置２がカバーディスク３５無しで示されている。
【００４１】
　既に上述したように、テンショニングアーム４の貫通開口１８は、ユニット（図示せず
）の駆動軸及び／又はベルトプーリが取付状態において貫通開口１８内へ延びることがで
きるように形成されている。貫通開口１８を包囲しているテンショニングアーム４の壁面
には、周方向に配分されて配置された複数のリブ１９が設けられている。これらのリブ１
９は特に、２つの機能に関して役立つ。つまりリブ１９は、作動中に発生した摩擦熱を、
テンショニングアーム４から搬出する。更に、リブ１９は、ベルトテンショニング装置２
が取り付けられたユニットを効率的に冷却するために、このユニットに目標を定めた空気
供給に寄与する。
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　以下に、リブ１９の種々様々な、可能な実施形態を、図８Ａ～図８Ｅを参照してより詳
細に説明する。図１～図７及び図８Ａに示した実施形態では、リブは真っ直ぐに形成され
ている、即ち、リブは回転軸線Ａに対して平行に延在している。図８Ｂ及び図８Ｃに示し
た実施形態では、リブは円弧状である、即ち、リブは軸方向延在長さが増大するにつれて
、より強く半径方向に円弧状に湾曲されている。この設計により、リブを通る空気流の変
向が生ぜしめられるようになっており、この空気流を、ユニットに目標を定めた形式でユ
ニットを冷却するために利用することができる。図８Ｂに示した実施形態と、図８Ｃに示
した実施形態との違いは、円弧の回転方向だけである。一方のケースにおいて、円弧は右
に向けられており、他方のケースでは左に向けられている。図８Ｄ及び図８Ｅに示した実
施形態では、リブ１９は、長手方向軸線Ａに対して傾斜して、又はらせん状に形成されて
いる。よって、通流空気の旋回も生ぜしめられるようになっている。図８Ｄに示した実施
形態と、図８Ｅに示した実施形態との違いは、リブの傾斜方向である。一方のケースにお
いて、リブの傾斜方向は時計回り方向であり、他方のケースでは反時計回り方向である。
【００４３】
　全体として、本発明によるベルトテンショニング装置２は、特にコンパクトで軽量な設
計という利点を提供する。
【符号の説明】
【００４４】
　２　ベルトテンショニング装置、　３　ベース部材、　４　テンショニングアーム、　
５　軸受、　６　ばね、　７　テンショニングローラ、　８　補強部材、　９　ねじ、　
１０　ディスク、　１１　結合部分、　１２　ローラ軸受、　１３　結合機構、　１６　
ばね端部、　１７　支持面、　１８　貫通開口、　１９　リブ、　２０　リセス、　２１
　支持面、　２２　支持面、　２３　ばね端部、　２４　支持面、　２５　環状部分、　
２６　補強部材、　２７　ブシュ部分、　２８　フランジ部分、　２９　係止突起、　３
０　軸受部材、　３１　軸受部材、　３２　円筒部分、　３３　第１のフランジ部分、　
３４　第２のフランジ部分、　３５　カバーディスク、　３６　取付け孔、　３７　取付
け孔、　３８　取付けピン、　３９　スリーブ部分、　４０　結合機構、　４１　第１の
結合要素、　４２　第２の結合要素、　４３　固定ピン、　４５　リセス、　４６，４７
　取付け端部、　Ａ　旋回軸線、　Ｂ　回転軸線



(13) JP 2015-200415 A 2015.11.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 2015-200415 A 2015.11.12

【図５】 【図６】

【図７】

【図８】



(15) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

フロントページの続き

(72)発明者  トーマス　ブーヘン
            ドイツ連邦共和国　ドロルスハーゲン　アム　アイヒェンバウム　７
(72)発明者  ヤン　ディブリク
            チェコ国　モクロヴラティ　モクロヴラティ　８８
(72)発明者  フレデリク　フォルマー
            ドイツ連邦共和国　シュマレンベルク－ドアラー　アン　デア　ハート　９
Ｆターム(参考) 3J011 AA20  BA02  BA06  CA10  DA02  KA02  KA03  PA03  SA01  SB04 
　　　　 　　        SC03  SE10 
　　　　 　　  3J049 AA01  BA07  BB05  BB15  BH01  BH02  CA03 



(16) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40

【外国語明細書】



(17) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(18) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(19) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(20) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(21) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(22) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(23) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(24) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(25) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(26) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(27) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(28) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(29) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(30) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(31) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(32) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(33) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(34) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(35) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(36) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40



(37) JP 2015-200415 A 2015.11.12

10

20

30

40


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow
	foreign-language-body

